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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 大気中の浮遊粒子状物質による汚染に関しては、年
平均値は改善の方向にあるものの、大都市圏において
は環境基準達成率が低い状況である。平成14年度にお
いても、一般環境大気測定局（一般局）９局と自動車
排出ガス測定局（自排局）９局のうち、環境基準を達
成したのはそれぞれ１局のみであった。したがって、
各種発生源における粒子状物質の排出状況、環境への
寄与率などの実態を明らかにし、より適切な対策によ
る環境濃度の低減を図る必要がある。 
 川崎市では粒子状物質削減対策の一環として、一般
環境大気及び道路沿道大気中の粒子状物質の実態につ
いて通年調査を行ってきた。そして、一般環境大気３
地点、道路沿道１地点における粒径別粒子状物質のサ
ンプリングは、昭和62年度から実施している1)。平成
10～14 年度においても、大気中の粒子状物質を粗大、
微小粒子に分級捕集し、粒子濃度、イオン成分、炭素
成分の分析結果については川崎市公害研究所年報の第
30号に報告済みであるが2)、さらに金属成分について
分析し、これらのデータを元にケミカル・マス・バラ
ンス法（CMB 法）により粗大粒子及び微小粒子の発生
源寄与率の推定を試みた。 
 
２２２２    調査方法調査方法調査方法調査方法    
2.1 2.1 2.1 2.1 調査期間及び調査地点調査期間及び調査地点調査期間及び調査地点調査期間及び調査地点    
2.1.1 2.1.1 2.1.1 2.1.1 調査期間調査期間調査期間調査期間    
 平成10年４月から平成15年３月までの５年間にわ
たって、毎月１回６日間ずつ実施した。 
2.1.2 2.1.2 2.1.2 2.1.2 調査地点調査地点調査地点調査地点    
 道路沿道大気測定地点として、産業道路の上を首都
高速横羽線が高架で走っている池上自動車排出ガス測
定局（池上）とし、環境大気測定地点として川崎市南

部の臨海工業地帯に隣接した住宅地域にある川崎市公
害研究所屋上（田島）、川崎市中部で南武線と国道409
号線との交点にある中原区役所保健福祉センター屋上
の中原一般環境大気測定局（中原）、川崎市北部の丘陵
地で弘法の松公園に隣接している麻生一般環境大気測
定局（麻生）の計４地点とした。 

 
図１ 市内の大気測定地点 

 
2.2 2.2 2.2 2.2 試料採取及び分析方法試料採取及び分析方法試料採取及び分析方法試料採取及び分析方法    
2.2.1 2.2.1 2.2.1 2.2.1 試料採取試料採取試料採取試料採取    
 大気中の粒子状物質の捕集には、アンダーセン・ロ
ーボリウム・エア・サンプラー（以下ＡＬＶと略）を
用いた。今回の調査では、１段目（空気動力学径dp50
＝11 µm）、２段目（空気動力学径 dp50＝2.1 µm）、及
びバックアップフィルターを用いて２段捕集で実施し
た。捕集用フィルターには石英繊維フィルター（パル
フレックス2500 QAT-UP）を用い、28.3L/minの空気吸
引量で６日間捕集した。 
 分析用試料は粗大粒子として２段目フィルター（2.1
－11µm）及び微小粒子としてバックアップフィルター
（2.1µm以下）を用いた。 
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2.2.2 2.2.2 2.2.2 2.2.2 金属成分の分析方法金属成分の分析方法金属成分の分析方法金属成分の分析方法    
 金属成分14項目(Na、Mg、Al、K、Ca、V、Cr、Mn、
Fe、Ni、Cu、Zn、Cd、Pb)において、平成10～12年度
の試料については ICP 発光分析装置（島津社製
ICPS-7500）で、平成13～14年度の試料についてはICP
質量分析装置（横河 Agilent 社製 Agilent 7500C）で
分析した。 
 分級捕集したフィルター1/2 試料をテフロンビーカ
ーに入れ、フッ化水素酸5mLでろ紙を溶かした後、沸
騰水浴上で加熱してフッ化水素酸を蒸発させた。残っ
た粒子状物質に硝酸5mLと過塩素酸3mLを加えて蓋を
し、200℃に加熱して有機物を分解した。試液の色が褐
色から透明もしくは薄黄色になったら蓋をはずし、
200℃で加熱して1滴程度になるまで蒸発させた。それ
に0.5%硝酸を10mL 加えて沸騰水浴上で1時間加熱し
た後、0.5%硝酸で20mLに調製した物を分析用試料とし
た。これを適度に希釈した物を用い、平成10～12年度
の試料ではICP発光分析装置で、平成13～14年度の試
料ではICP質量分析装置で各金属成分を定量した。 
 
３３３３    結果及び考察結果及び考察結果及び考察結果及び考察    
3.1 3.1 3.1 3.1 平成平成平成平成10101010～～～～14141414年度の平均金属濃度年度の平均金属濃度年度の平均金属濃度年度の平均金属濃度    
 平成 10～14 年度の粉じん中の金属成分の平均濃度
について、粗大粒子では図２に、微小粒子では図３に
示した。粒子状物質に含まれている金属成分の総濃度
を比較すると、粗大粒子のほうが高かった。粗大粒子
中の金属の総濃度は南部の池上と田島で 3.5µg/m3 と
高く、中原で2.5µg/m3、麻生で2.3µg/m3と中部北部の
順に低下した。主な成分は、Na、Mg、Al、K、Ca、Fe
であった。また、粗大粒子中の金属成分の割合は、池
上で16%、田島で22%、中原と麻生が19%となった。 
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図２ 平成10～14年度の粗大粒子に含まれる 
金属成分の平均濃度 

 微小粒子中の金属の総濃度は、自排局の池上で
2.0µg/m3 と高く、田島と麻生で 1.6µg/m3、中原で
1.5µg/m3と一般局３地点ではほぼ同程度であった。主
な金属成分として、粗大粒子であげたものの他に Zn
があった。また、微小粒子中の金属成分の割合は、池
上で4.9%、田島で6.2%、中原で6.4%、麻生で7.2%と
なり、粗大粒子のものと比較して構成比率は低かった。 
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図３ 平成10～14年度の微小粒子に含まれる 
金属成分の平均濃度 

3.2 3.2 3.2 3.2 金属成分の経年変化金属成分の経年変化金属成分の経年変化金属成分の経年変化    
 粒子状物質中の金属成分において主要な構成源であ
るNa、Mg、Al、K、Ca、Fe、Znについて、粒径ごとに
分けて分析した。 
3.2.1 Na3.2.1 Na3.2.1 Na3.2.1 Na（図４）（図４）（図４）（図４）    
 Naは粗大粒子側に多く含まれていた。粗大粒子では、
田島が最も濃度が高かった。また、田島では平成 11
年度に高濃度を示した後、平成12年度に一気に減少し、
以後は若干の上昇傾向にあった。他の測定地点も、平
成12年度以後は若干の上昇傾向にあった。 
 微小粒子では、池上と田島では一定の濃度で推移し
たが、中原と麻生では平成13年度に高値を示した。 

Na（粗大粒子）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上

田島

中原

麻生

 

Na（微小粒子）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 
図４ Naの経年推移 

3.2.2 Mg3.2.2 Mg3.2.2 Mg3.2.2 Mg（図５）（図５）（図５）（図５）    
 Mgは粗大粒子に多く含まれていた。粗大粒子では池
上と田島で高く、中原と麻生では低めであった。また、
全地点でほぼ一定の濃度で推移した。微小粒子では、
平成 10～13 年度まで各測定地点とも一定の濃度で推
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移したが、平成14年度に池上と中原で上昇し、田島と
麻生で低下した。 
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図５ Mgの経年推移 

3.2.3 Al3.2.3 Al3.2.3 Al3.2.3 Al（図６）（図６）（図６）（図６）    
 Al は粗大粒子に多く含まれていた。粗大粒子では、
平成11年度は池上と田島で高く、中原と麻生で低くな
ったが、他の年度では全測定地点でほぼ同程度の濃度
で推移した。 
 微小粒子では、全地点で類似の推移パターンを示し
た。また、北部で高く、南部にいくに従って低下した。 

Al（粗大粒子）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上

田島

中原

麻生

 

Al（微小粒子）

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上

田島

中原

麻生

 
図６ Alの経年推移 

3.2.4 K3.2.4 K3.2.4 K3.2.4 K（図７）（図７）（図７）（図７）    
 K は微小粒子に多く含まれていた。粗大粒子では、
全ての測定地点で平成12年度に低下したが、以後は上
昇傾向に転じた。麻生だけ、平成14年度に減少した。 
 微小粒子では、粗大粒子と逆に平成12年度にピーク
を示した。平成13年度以降は、測定地点ごとの差が見
られなくなった。 
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図７ Kの経年推移 

3.2.5 Ca3.2.5 Ca3.2.5 Ca3.2.5 Ca（図６）（図６）（図６）（図６）    
 Caは粗大粒子側に多く含まれていた。粗大粒子では、 

Ca（粗大粒子）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 

Ca（微小粒子）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 
図６ Caの経年推移 
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池上、田島といった南部で高くなった。しかし、平成
13年度のみは麻生が最も高くなっていた。 
 微小粒子では、全測定地点で類似の推移パターンを
示し、平成13年度に高濃度を示した。 
3.2.6 Fe3.2.6 Fe3.2.6 Fe3.2.6 Fe（図７）（図７）（図７）（図７）    
 Feは粗大粒子に多く含まれた。粗大粒子では通常は
南部で高く、北部で低くなっていたが、平成11年度で
は逆転していた。 
 微小粒子でも南部で高い傾向を示した。 

Fe（粗大粒子）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 

Fe（微小粒子）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 
図７ Feの経年推移 

3.2.7 Zn3.2.7 Zn3.2.7 Zn3.2.7 Zn（図８）（図８）（図８）（図８）    
 Znは、微小粒子で高くなった。粗大粒子では、全測 

Zn（粗大粒子）

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 

Zn（微小粒子）

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

0.18

H10 H11 H12 H13 H14

濃
度

( µ
g/

m3 )

池上
田島
中原
麻生

 
図８ Znの経年推移 

定地点共通で平成11年度に最も低くなり、それ以降で
上昇傾向を示した。また、池上や田島といった南部で
高く、北部では低くなった。 
 微小粒子では、全測定地点で若干の減少傾向を示し
た。また、粗大粒子のものと同様に南部で高く、北部
で低くなる傾向にあった。 
 以上より、粗大粒子側に多く含まれていた金属成分
はNa、Mg、Al、Ca、Feであり、微小粒子側に多く含ま
れていたのはK、Znであった。増加傾向にあるのは粗
大粒子ではK、Fe、Znであり、微小粒子では特になか
った。また、全体的に池上（自排局）や田島（一般局）
といった南部で高濃度を示す金属が多かったが、これ
は海岸に近いために粗大粒子では海塩粒子の影響及び
微小粒子では京浜工業地帯の工場群から排出された固
定発生源由来粒子の影響を受けたためと思われる。 
3.3 3.3 3.3 3.3 平成平成平成平成10101010～～～～14141414年度平均の金属成分の月別推移年度平均の金属成分の月別推移年度平均の金属成分の月別推移年度平均の金属成分の月別推移    
 平成10～14年度の月別平均濃度を算出し、測定地点
ごとに金属成分の経月推移パターンを分析した。 
3.3.1 Na3.3.1 Na3.3.1 Na3.3.1 Na（図９）（図９）（図９）（図９）    
 粗大粒子では、全地点で４月と７～10月にかけて高
くなり、特に田島で高濃度を示した。粗大粒子中のNa
は主に海塩粒子に由来するため、南風の吹く夏期は、
海塩粒子が市内に吹き込まれるために海岸に近い田島
でNaが増加したと思われる。11月以降は濃度も低く、
地点による濃度差も小さくなった。微小粒子では、一
般局３地点では濃度の大小はあるが、７月以降に若干
濃度があがる傾向にあった。池上は、粗大粒子とよく
似た推移パターンを示した。 
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図９ Naの経月推移 
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3.3.2 Mg3.3.2 Mg3.3.2 Mg3.3.2 Mg（図（図（図（図10101010））））    
粗大粒子では、Mg は全地点で４月に最も高くなり、
６月で減少すると以後はほぼ一定の濃度で推移した。 
微小粒子では、やはり４月に高濃度を示したが、５
月以降は全地点で 0.05µg/m3前後に減少し、以後は一
定の濃度で推移した。 
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図10 Mgの経月推移 

3.3.3 Al3.3.3 Al3.3.3 Al3.3.3 Al（図（図（図（図11111111）））） 
 粗大粒子中のAlは、全地点で類似の推移パターンを
示した。濃度が高くなるのは３月と４月であり、夏期 
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図11 Alの経月推移 

は濃度が減少した。 
 微小粒子では、全地点で３月に高濃度を示し、５～
１月にかけて0.1 µg/m3前後で推移した。また、年間を
通して麻生が若干高めに推移していたが、全地点でほ
ぼ類似の推移パターンを示した。 
3.3.4 K3.3.4 K3.3.4 K3.3.4 K（図（図（図（図12121212））））    
 粗大粒子では、全地点で４月に高濃度を示した。６
月までは全地点とも同程度の濃度で減少したが、以降
はばらつくようになった。 
微小粒子では４、８、12 月に濃度が高くなったが、
１年を通してバラつきは粗大粒子より大きくなった。 
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図12 Kの経月推移 

3.3.5 Ca3.3.5 Ca3.3.5 Ca3.3.5 Ca（図（図（図（図13131313））））    
 粗大粒子では、どの測定地点でも季節ごとの差はあ
まり見られなかった。ただ、11月の麻生のみ高濃度が
見られるが、これは近隣の建設工事の影響を受けた可
能性がある。 
 微小粒子では、どの地点でも11月以降に濃度が上昇
したが、上昇の度合いは北部で高くなった。 
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図13 Caの経月変化 

3.3.6 Fe3.3.6 Fe3.3.6 Fe3.3.6 Fe（図（図（図（図14141414））））    
 粗大粒子中のFeは、どの測定地点でもあまり大きな
季節差が見られなかった。池上のみ、７月に高濃度と 
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図14 Feの経月推移 

 
 

なった。 
 微小粒子では、粗大粒子と同様に大きな季節差が見
られなかった。また、池上のみ７月に高濃度となった。 
3.3.7 Zn3.3.7 Zn3.3.7 Zn3.3.7 Zn（図（図（図（図15151515））））    
 粗大粒子では、池上で夏期に落ち込んだものの、秋
から冬にかけてピークを形成した。一般局も田島と中
原は同様に秋から冬にかけてピークを形成したが、麻
生では目立ったピークにはならなかった。 
 微小粒子では、どの地点でも秋から冬にかけて高濃
度になり、類似の推移パターンを示した。 
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図15 Znの経月推移 

 以上より、粗大粒子中の金属は春期に高値を示すも
のとそうでないものに分けられた。春期に高値をしめ
すものは主に軽金属であり、黄砂の影響を強く受けて
いると思われた。Ca、Fe、Znはそれらとは異なる推移
パターンを描いた。微小粒子中の金属成分は春期に高
値を示すNa、Mg、Al、Kと秋期から冬期にかけて高値
を示すCaとZn、７月に高値を示すFeに分けられた。 
3.4 3.4 3.4 3.4 粒子状物質の粒径別の発生源寄与率の推定粒子状物質の粒径別の発生源寄与率の推定粒子状物質の粒径別の発生源寄与率の推定粒子状物質の粒径別の発生源寄与率の推定    
 大気環境中の粒子状物質における各種発生源からの
寄与を推定するため、各種発生源から排出される粒子
状物質の含有成分組成と大気環境中の粒子状物質の濃
度及びその含有成分を用いて、CMB 法により発生源寄
与濃度及び寄与率を計算した。 
 主要発生源種として、土壌系粒子、海塩粒子、固定
発生源（鉄鋼系粒子、石油燃焼粒子、焼却炉粒子）、デ
ィーゼル車排出粒子の６種を設定し、重み付け最小自
乗法により計算した。また、これら一次発生源の寄与
率から一次発生源由来のSO42-、NO3-、NH4+、有機炭素濃
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度（OC）を算出し、粒子状物質中のこれらの成分濃度
から一次発生源分を差し引いた濃度を二次生成粒子と
して、その寄与濃度及び寄与率を求めた。なお、未知
（不明）粒子濃度は、粒子状物質濃度から７発生源種
合計濃度を差し引いた値とした。これらの計算の元と
なった発生源データを表１にあげる3,4)。なお、表内の
ECは元素状炭素を、OCは有機炭素を示す。 

表１ CMB解析に用いた発生源データ 

移動発生源
土壌 海塩 鉄鋼 焼却炉 石油燃焼 ディーゼル車

Na 0.011 0.3042 0.014 0.107 0.03 0
Al 0.062 0.0000003 0.01 0.0097 0.00079 0
K 0.01 0.011 0.013 0.146 0.00064 0
Ca 0.051 0.012 0.045 0.087 0.0037 0.00137
V 0.00023 0.000000058 0.00013 0.000002 0.0074 0
Mn 0.0016 0.000000058 0.022 0.000094 0.000083 0
Fe 0.086 0.00000029 0.157 0.011 0.0096 0
Zn 0.0013 0.000000029 0.052 0.044 0.0009 0.00021
EC 0.023 0 0.0084 0.028 0.371 0.55

SO4
2- 0.28 7.68 41 11 22 4.4

NO3
- 0 0 0 0 0 0

NH4
+ 3.8 0 0.57 0 0.1 0

OC 3.8 0 2.6 1.3 2.9 16.8

一
次
発
生
粒
子

固定発生源
人為的発生源

二
次
生
成
粒
子

自然発生源

 
出典：川崎市における浮遊粒子状物質調査、川崎市公
害研究所年報、27、12～25(2000)3) 
3.4.1 3.4.1 3.4.1 3.4.1 池上（南部自排局、図池上（南部自排局、図池上（南部自排局、図池上（南部自排局、図16161616））））    
 まず、粗大粒子を見ると、土壌の寄与率が最も高く、
その寄与率は年々増加していた。海塩粒子と合わせる
と、平成14年度では自然発生源由来粒子の寄与率は７
割を越えていた。 
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図16-1 池上の粗大粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
微小粒子ではディーゼル車排出粒子の寄与率が極め
て高く現れた。寄与濃度は17.1～32.0 µg/m3で推移し 
ており、寄与率でも 43.9～70.1%と高値を示した。平

成14年度でも58.5%を示しており、二次生成粒子と固
定発生源を合わせると、人為的発生源由来粒子の寄与
率が87.0%となった。 
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図16-2 池上の微小粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
3.4.2 3.4.2 3.4.2 3.4.2 田島（南部一般局、図田島（南部一般局、図田島（南部一般局、図田島（南部一般局、図17171717））））    
田島でも、粗大粒子の発生源寄与濃度は平成11年度
を除いて土壌粒子が大半を占めた。海塩粒子と合わせ
て自然発生源由来の粒子が常に５割以上を占めており、
平成14年度は75.1%を占めていた。 
 微小粒子では、平成10～11年度では池上と同様にデ
ィーゼル車排出粒子の寄与率が最も高かったが、平成
12 年度以降はディーゼル車排出粒子よりも二次生成
粒子の寄与率が高くなった。ディーゼル車排出粒子の
寄与濃度は減少傾向にあったが、二次生成粒子は横ば
いの傾向にあった。人為的発生源由来粒子の寄与率は
常に６割を越えており、平成14年度では73.7%を示し
た。 
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図17-1 田島の粗大粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
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図17-2 田島の微小粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
3.4.3 3.4.3 3.4.3 3.4.3 中原（中部一般局、図中原（中部一般局、図中原（中部一般局、図中原（中部一般局、図18181818））））    
 粗大粒子では、土壌粒子の寄与率が高値を示し、未
知の成分が多かった平成 11 年度を除いて半分近くを

占めていた。海塩粒子と合わせた自然発生源由来粒子
の寄与率は、平成11年度を除いて５割を越えており、
平成14年度は66.1%を占めた。海塩粒子の寄与濃度は、
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図18-1 中原の粗大粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
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図18-2 中原の微小粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
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田島と比較すると、海岸から遠ざかったぶん減少した。 
 微小粒子では、ディーゼル車排出粒子と二次生成粒
子の寄与が大きくなった。平成10～11年度ではディー
ゼル車排出粒子の寄与率が高かったが、平成12年度に
等しくなり、平成13年度以降では二次生成粒子の寄与
率がディーゼル車排出粒子の寄与率を上回った。さら
に固定発生源を加えた人為的発生源由来粒子の寄与率
は、常に６割を越えており、平成14年度では76.7%を
占めた。 
3.4.4 3.4.4 3.4.4 3.4.4 麻生（北部一般局、図麻生（北部一般局、図麻生（北部一般局、図麻生（北部一般局、図19191919））））    
 粗大粒子では、土壌粒子の寄与率が最も高く、平成
14年度では54.4%を占めていた。海塩粒子と合わせる
と、自然発生源由来粒子の寄与率は常に４割以上とな
り、平成14年度では70.5%を占めた。 
 微小粒子では、平成10年度はディーゼル車排出粒子
の寄与率が最も高かったが、平成11年度以降は二次生
成粒子の寄与率が高くなった。さらに固定発生源を加
えた人為的発生源由来粒子の寄与率は常に６割を越え
ており、平成14年度では71.5%となった。 
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図19-1 麻生の粗大粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
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図19-2 麻生の微小粒子の発生源寄与濃度（上） 

と寄与率（下） 
3.5 3.5 3.5 3.5 各地点ごとの比較各地点ごとの比較各地点ごとの比較各地点ごとの比較    
 これまでの結果から、粗大粒子の主要な発生源種は
土壌粒子と海塩粒子であり、微小粒子の主要な発生源
種はディーゼル車排出粒子と二次生成粒子であること
がわかった。そこで、上記の成分について、各地点ご
との発生源寄与濃度の経年変化を比較した。 
 まず、粗大粒子であるが、土壌では池上が最も高く
なり、北部にいくに従って低下した（図 20）。また、
池上のみ増加傾向にあったが、他の一般局３地点は平
成 11 年度に一度減少してから増加するといった類似
の推移パターンを示した。海塩粒子では、一般局では
田島で平成 11 年度にピークが出来ている他はよく似
た挙動を示し、濃度は田島＞中原＞麻生の順になった
（図21）。池上のみ、他の地点と異なる挙動を示した。 
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図20 粗大粒子中の土壌粒子の発生源寄与濃度の 

経年変化 
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図21 粗大粒子中の海塩粒子の発生源寄与濃度の 

経年変化 
 微小粒子では、ディーゼル車排出粒子は自排局の池
上で高値を示した（図22）。平成10～14年度では、11
年度に最高値を示し、12 年度に大きく減少していた。
一方、一般局では３地点ともほぼ同程度の値で推移し
ており、若干の減少傾向を示した。二次生成粒子では
一般局と自排局の間に明瞭な差は見られなかった（図
23）。また、一般局３地点はよく似た推移パターンを示
した。 
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図22 微小粒子中のディーゼル車排出粒子の発生源

寄与濃度の経年変化 
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図23 微小粒子中の二次生成粒子の発生源寄与濃度

の経年変化 
 以上の結果から、粗大粒子中の発生源種は、自排局
と一般局を問わず主に自然発生源由来粒子で占められ
ており、その大半は土壌粒子であった。逆に微小粒子
中の発生源種は、主に人為的発生源由来粒子であるデ

ィーゼル車排出粒子と二次生成粒子で占められていた。
ディーゼル車排出粒子は池上で高く、二次生成粒子は
全測定地点で同程度の濃度であったことから、ディー
ゼル車排出粒子は道路沿道に偏在し、二次生成粒子は
市内全域にわたって均一に広がっているものと思われ
る。また、ディーゼル車排出ガス粒子の寄与濃度は減
少傾向にあるが、これは種々の規制による削減効果に
よってもたらされた可能性がある。逆に、二次生成粒
子の寄与濃度はほとんど変化してないため、一般局で
は二次生成粒子の寄与が高くなったと思われる。その
ため、今後の粒子状物質削減（特に微小粒子）のため
には、ディーゼル車排出粒子だけでなく、二次生成粒
子の減少を重点的に考える必要があると思われる。 
 
4444    まとめまとめまとめまとめ    
(1) 粒子状物質の金属成分は粗大粒子に多く含まれて
いた。粗大粒子では川崎市南部で高く、北部で低く
なっており、微小粒子では自排局の池上で高く、一
般局３地点では差はあまり見られなかった。 
(2) 粗大粒子中の主な金属成分はNa、Mg、Al、K、Ca、
Feの６種であり、微小粒子中の主な金属成分は粗大
粒子のものにZnを加えた７種であった。 
(3) 粗大粒子側に多く含まれていた金属成分はNa、Mg、
Al、Ca、Feであり、微小粒子に多く含まれていたの
はK、Znであった。増加傾向にあるのは粗大粒子で
はK、Fe、Znであり、微小粒子では特になかった。 
(4) 発生源寄与率を見ると、測定地点にかかわらず粗
大粒子では自然発生源由来粒子の寄与が過半数を
占め、特に土壌粒子の寄与が高かった。微小粒子で
は、人為的発生源由来粒子の寄与が高く、特にディ
ーゼル車と二次生成粒子の寄与が高かった。 
(5) 微小粒子の寄与率において、池上ではディーゼル
車の寄与が最も高かったが、一般局では田島と中原
で平成12年度以降、麻生で平成11年度以降は二次
生成粒子の寄与が高くなった。 
(6) 粗大粒子中の主要な発生源種である土壌粒子や海
塩粒子の寄与濃度は南部で高く、北部で低い傾向に
あった。微小粒子中の主要な発生源種であるディー
ゼル車は自排局の池上で非常に高く、一般局３地点
は低かった。それに対して、二次生成粒子の寄与濃
度は、自排局でも一般局でも特に差は見られなかっ
た。 
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付表（平成 10～14 年度の粒径別粒子状物質の各種成分の年間平均濃度(µg/m3)） 

 


